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けやき祭を終えて part 2 
 

今回はけやき祭の振り返りの中から B組 2名の作文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来週・再来週の予定 １１月 

 行  事 

11 月 EAST-J校内申し込み締め切り 
学校朝礼 

18 月 ①防災マップ作りガイダンス 

12 火 スタディーウィーク終 19 火  

13 水 
第３回定期考査 １日目 
（①英 ②社 ③保体）給食なし 

20 水 校内研修 
部活動再登校 16:10 

14 木 第３回定期考査 ２日目 
（①理 ②美 ③技家）給食なし 

21 木  

15 金 
第３回定期考査 ３日目 
（①国 ②数 ③音） 給食あり 
避難訓練 専門委員会 

22 金 
⑤⑥職業講話・体験(1) 

校外学習(2) 

ケヤキと友に 

 『１－Bしか勝たん！』 

 
 僕たち１年 B 組は「けやき祭で金賞を取ろう」という目標を決めてからは、朝練習や放課後
練習を欠かさずにやり、先生に注意された所などはみんなで意見を出し合い解決したり、一生懸
命練習を頑張りました。でも、他のクラスの合唱を聞くと、どうしても負けそうで、不安な気持
ちになってしまうほど、他のクラスの合唱がとても上手に聞こえて、まだまだ１年 B 組は練習
と熱意が足りないと感じました。ですが、自分達なりに家で練習をしたり、練習時間ギリギリま
で、みんなで歌を合わせたり、できることを一生懸命頑張りました。練習をたくさんしました
が、当日は少し緊張をしていました。ですが、口を大きく開けて歌うことや、お腹から声を出す
ことや、先生に言われたことを意識して、歌うことができました。表彰の直前まで、金賞を取れ
るか自信がなくて、不安でしたが、結果の紙が開かれた瞬間、金賞の二文字が書かれており、み
んなで大喜びをしました。僕はこの１年 B組で、「Let’s Search for Tomorrow」と「旅立ちの
時」を歌えて心の底から、本当に良かったと思いました。来年のけやき祭では、曲の難易度が上
がりますが、今年の２年生や３年生のように、みんなの心に響くような歌を歌えるようになりた

いです。 

『けやき祭』 

 

 中学校初めてのけやき祭。少し緊張したけどとても楽しかったです。 
 初めは、上手く声も出ず、合わせてもバラバラなことが多かったです。パート練では、一人一
人声の出し方も分からず、全体で合わせた時はソプラノの声が小さくバランスも悪かったです。

パートリーダーだから、と少し責任も感じていましたが、どんどん朝練、放課後練、音楽の授業
の練習を重ねて、少しずつ合唱もよくなっていきました。けれど、しっかり声も出しているつも
りだけど合唱の様子を動画で見たら、あまり声が出ていなくて、少し悩んでいたけれど指揮者か
らアドバイスをもらって声が出やすくなってきました。そして、３年Ａ組の先輩のクラスの練習
風景を見に行ったら、ソプラノ、アルト、テナーのパート練ではしっかり歌声が一つにまとまっ
ていて、そろっていてとてもきれいでした。先輩みたいにきれいでまとまっている合唱にしたい
なと思いました。 
 そしてリハーサルの時に私は、上手に歌えていたと思ったけれど高橋先生から感情が伝わっ
てこない、ボーっとしている感じがすると言われました。私は悔しかったです。 
 そこから練習を重ねて、ついに本番になりました。今までの力をふり絞って、みんなを信じて
歌うことができました。そしてついに結果発表の時、一年生の実行委員の三人が紙を開いたら、
Ｂ組のところに「金賞」という文字が書いてあり、見た瞬間私は、とても嬉しかったです。今ま

でのみんなの努力が報われた気がしました。 
 このけやき祭で１―Ｂと練習して１―Ｂと歌って、金賞をとれて本当に良かったです。 
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学級委員会の声掛けで、提出物充実

キャンペーンが始まりました。廊下

には、国語・社会・数学・英語・保健

体育のノートや振り返りシートの見

本が掲示されています。学習は、『ま

ねる』ところから始まります。まず

は、まねてみましょう。 

 提出物を充実させ、提出物を全員

で提出しましょう。目指せ！提出物

パーフェクト！ 


